
主な内容
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人　口

世帯数 2,694世帯（前月比－7）

5,813人　（前月比－7）
3,051人　（前月比－13）男
2,762人　（前月比＋6）女

木曽岬町の人口と世帯数

木曽岬チャンネル
（木曽岬町公式YouTube）

8月1日現在

登録は簡単で、どこにいても町の
情報が確認できます。

【登録方法】
QRコードからサイト
にアクセスするか、
「t-kisosaki@sg-p.jp」に空メール
を送信してください。

木曽岬町メール配信サービス

チャンネル登録お願いします。

こども園入園案内
福祉医療費助成制度
こども園へ新米のプレゼント

木曽岬町消防団員募集
電球の見分け方とごみへの出し方
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きそさき
INFORMATION

木曽岬こども園入園のご案内木曽岬こども園入園のご案内木曽岬こども園入園のご案内木曽岬こども園入園のご案内
令和9年度

来年度の木曽岬こども園の入園受け付けを次のとおり行います。

2・3号認定（保育園）
2号認定（3歳以上児） 3号認定（3歳未満児）

対象児童

町内に住所を有する
3・4・5歳児の児童
（令和3年4月2日～
令和6年4月1日生）

満0歳6 ヶ月から就学前までのお子さんで保護者などが労働や
病気などの理由により、保育認定を受けた児童
※育児休業終了などにより年度途中での入園を希望される方に
　ついても、同様に予約受付を行います。

1号認定
（幼稚園）

（町民税非課税者の方）　無料
（町民税課税者の方）
　入園する児童の世帯の町民税課税額
　に基づいて決定。
※4 ～ 8月分は前年度分の課税額、
　9月分以降は当年度分の課税額によ
　り算出されます。

無料

月額3,500円（予定） 月額4,500円（予定） 保育料に含む。

無料
利 用 者
負 担 額
（保育料）

休 園 日 土・日曜日、祝日、
春・夏・冬休み

日曜日、祝日、年末年始（12月29日～ 1月3日）
※土曜日は平日と同様の時間帯で実施します。

給 食 費

保育時間 午前9時～午後2時
午前8時30分～午後4時30分

（必要な方は最大午前7時30分～午後7時まで可）
※新入園児には、慣らし保育を実施します。

●保育の必要な事由
　•月48時間以上の就労 •災害復旧
　•妊娠、出産 •求職活動
　•保護者の疾病、障がい •就学
　•同居または長期入院などしている親族の介護・看護 •虐待やDVのおそれがあること

■保育認定には、次の8点が考慮されます

①書類提出　9月1日（火）～10月5日（月）　※土日祝日除く
②提出場所　子ども・健康課（保健センター内）
③面接日時　10月9日（金）　午前9時～午前11時30分※

④面接場所　保健センター
※こども園長と簡単な面接を行いますのでお子さん同伴でお越しください。また、年齢区分により面接の受付時間が
　異なります。受付時間の詳細についてはお渡しした申込用紙に同封の案内文書をご確認ください。

■申込方法

誕生日が令和6年4月1日以前のお子さんには子ども・健康課からご案内させていただきます。誕生日
が令和6年4月2日以降のお子さんにつきましては10月2日（金）までに、子ども・健康課において書類
をお受け取りください。

■申込書の配布

※町立木曽岬こども園に入園されない方は、4月から通園される幼稚園名等を10月9日（金）
　までに子ども・健康課までお知らせください。
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●日　　時／ 10月2日（金）
　　　　　　午前10時～午前11時30分
●場　　所／木曽岬町保健センター
●対 象 者／木曽岬町にお住まいのおおむね65歳
　　　　　　以上の方
●定　　員／ 15名程度
●内　　容／①フレイルを予防する体操と講話
　　　　　　②管理栄養士による料理解説
　　　　　　③グループ調理（簡単クッキング）
●テ ー マ／イタリア料理
●献　　立／ミニペペロンチーノ、ミニピザ、
　　　　　　サラダ、とうふティラミス
●持 ち 物／筆記用具、エプロン、三角巾、
　　　　　　ふきん（2枚）、飲み物
　　　　　　料理をお持ち帰りされる方は、保存容
　　　　　　器とバックをお持ちください
●参 加 費／ 400円
●受付期間／ 9月1日（火）～ 9月25日（金）
　　　　　　（先着順で受付け、定員になり次第締
　　　　　　切ります）

●申込方法／木曽岬町保健センター
　　　　　　管理栄養士まで（☎68－6119）
　　　　　　お電話もしくは窓口にてお申込みください
※都合により中止、または内容を変更する場合があ
　ります

シニアクッキングのお知らせシニアクッキングのお知らせシニアクッキングのお知らせシニアクッキングのお知らせ
げんげん

ポイント

プレゼント
＊詳しくは保健センターまで

おおむ
ね

65歳以
上の方

必見！
～食べてフレイルを予防する旅  イタリア～

　人気のイタリア料理を、家庭でも作りやすいレ
シピでご紹介します。簡単で美味しい、しかもフ
レイルを予防する栄養満点料理です。
　簡単料理を学びたい方、栄養満点の秘密を知り
たい方、健康になりたい方、どなたでも大歓迎で
す。皆さまのご参加をお待ちしております。

シニアクッキングとは？
「フレイル予防」を合言葉に、
みんなで一緒に健康食について
学ぶ教室です。

●日　　時／ 10月16日（金）
　　　　　　午前9時45分～午前11時30分
●場　　所／木曽岬町保健センター
●対 象 者／木曽岬町にお住まいの児童（0～12歳）
　　　　　　の保護者
●定　　員／ 12名程度
●内　　容／ミニ講話「歯にやさしいおやつとは」
　　　　　　と簡単な調理（丸ごとパンプキンのチ
　　　　　　ーズフォンデュ、クモの巣スープ）、
　　　　　　レシピ紹介
　　　　　　＊調理したものはお持ち帰りしていた
　　　　　　　だきます
●テ ー マ／ハロウィン
　　　　　　～ジャック・オ・ランタン～
●持 ち 物／筆記用具、エプロン、三角巾、
　　　　　　ふきん（2枚）、保存容器、保冷剤、
　　　　　　飲み物
●参 加 費／ 200円
●受付期間／ 9月1日（火）～ 10月5日（月）

●申込方法／木曽岬町保健センター窓口
　　　　　　もしくはお電話（☎68－6119）まで
　　　　　　木曽岬町子育てサロンでもお申込み受
　　　　　　付けしております
※都合により中止、または内容を変更する場合があ
　ります。

　こんにちは。子ども・健康課管理栄養士です。
　今回は『絵本で食育』として、『ハロウィン』に
ちなんだ料理を作ります。絵本の世界を体験しなが
ら「つくる・みる・たべる」楽しさを、こどもたち
と一緒に味わいましょう。ハロウィン当日は、チー
ズフォンデュとクモの巣ス
ープが大活躍すること間違
いなし！子育てサロンで託
児を行いますので、安心し
てご参加ください。ぜひ、
皆さまのご参加をお待ちし
ております。

児童（0
～12歳

）の

保護者
の方へ

歯にやさしいおやつ作り教室のお知らせ歯にやさしいおやつ作り教室のお知らせ歯にやさしいおやつ作り教室のお知らせ歯にやさしいおやつ作り教室のお知らせ
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会
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よ
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に
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健
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高額療養費は次の所得区分で計算を行います。

【70歳未満の方】
　所得区分が判明している方の場合 …… 判明している所得区分
　所得が不明の方の場合 ………………… 一般区分（エ）

【70歳以上～ 75歳未満の方】
　所得区分が判明している方の場合 …… 判明している所得区分
　所得が不明の方の場合 ………………… 一般区分

【75歳以上の方及び65歳以上で後期高齢者医療制度に御加入の方】
　後期高齢者医療制度に基づく所得区分

　
障
が
い
者
医
療
制
度
（
６５
歳
以
上
重

度
障
が
い
者
に
該
当
す
る
方
に
は
受
給

資
格
証
を
発
行
し
て
お
り
ま
せ
ん
）、

一
人
親
家
庭
等
医
療
制
度
、
子
ど
も
医

療
制
度
の
対
象
者
で
受
給
資
格
証
を
お

持
ち
の
方
へ
更
新
の
お
知
ら
せ
と
、
受

給
資
格
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
へ
申
請

手
続
き
の
お
知
ら
せ
を
発
送
し
ま
し

た
。

●
受
給
資
格
証
を
お
持
ち
の
方
へ

　
８
月
下
旬
に
受
給
資
格
証
を
発
送
し

　
ま
し
た
。

●
未
申
告
の
方
で
課
税
資
料
の
な
い
方

　
令
和
８
年
度
課
税
資
料
（
令
和
７
年

　
中
の
所
得
を
把
握
す
る
た
め
の
資

　
料
）
が
な
い
と
審
査
が
で
き
な
い
た

　
め
、
受
給
資
格
証
の
交
付
が
で
き
ま

　
せ
ん
、
必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
加
入
保
険
証
、
振
込
口
座
、
身
体
障

　
害
者
手
帳
等
に
変
更
が
あ
る
方

　
届
出
内
容
に
変
更
が
あ
る
方
は
、
必

　
ず
子
ど
も
・
健
康
課
ま
で
申
し
出
て

　
く
だ
さ
い
。

　
〜
変
更
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〜

　
①
対
象
者
の
保
険
証

　
②
振
込
先
の
通
帳

　
③
身
体
障
害
者
手
帳
等

●
受
給
資
格
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
へ

　
所
得
制
限
等
の
理
由
に
よ
り
交
付
さ

　
れ
て
い
な
い
方
は
更
新
時
期
に
再
審

　
査
を
行
い
ま
す
。

　
新
た
に
対
象
に
な
っ
た
方
へ
は
該
当

　
通
知
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
手
数

　
で
す
が
子
ど
も
・
健
康
課
で
申
請
手

　
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
〜
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〜

　
①
対
象
者
の
保
険
証

　
②
振
込
先
の
通
帳

　
③
身
体
障
害
者
手
帳
等

　
学
校
管
理
下
（
こ
ど
も
園
及
び
小
中

学
校
）
で
発
生
し
た
怪
我
に
つ
い
て
は
、

（
独
）日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の

災
害
給
付
金
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
災
害
給
付
金
は
学
校
を
通
じ

支
給
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
災
害
給
付
金

を
受
給
さ
れ
た
場
合
に
は
福
祉
医
療
費

の
支
給
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
福
祉
医
療
費
を
受
給
さ
れ
た
後
に
、

災
害
給
付
金
の
給
付
が
確
認
さ
れ
た
場

合
に
は
、
福
祉
医
療
費
の
返
還
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
災
害
給
付

金
に
関
し
て
は
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
医
療
費
助
成
の
申
請
の
時
効
は
、
診

療
月
か
ら
２
年
で
す
。

（
例
：
令
和
８
年
８
月
診
療
分
に
つ
い

て
は
、
令
和
１０
年
８
月
ま
で
が
申
請
可

能
と
な
り
ま
す
。）

●
高
額
療
養
費
に
つ
い
て

　
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
額

　
が
、
所
得
区
分
に
応
じ
た
自
己
負
担

　
限
度
額
を
超
え
て
お
り
支
給
の
条
件

　
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
差
額

　
が
加
入
す
る
健
康
保
険
組
合
な
ど
か

　
ら
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま

　
す
。
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ

　
る
金
額
は
、
福
祉
医
療
費
の
助
成
額

　
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

※
健
康
保
険
組
合
な
ど
か
ら
家
族
療
養

　
附
加
金
や
高
額
療
養
費
な
ど
の
給
付

　
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
額

　
が
助
成
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　
（
加
入
す
る
健
康
保
険
組
合
な
ど
に

　
別
途
支
給
申
請
手
続
き
が
必
要
な
場

　
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
加

　
入
す
る
健
康
保
険
組
合
な
ど
に
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

福
祉
医
療
費
助
成
制
度

の
お
知
ら
せ

受
給
資
格
証
の
更
新

（
独
）日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ

ー
災
害
共
済

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
ら

福
祉
医
療
費
助
成
の
申
請
の
時
効

Ｉ
Ｎ
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Ｏ
Ｎ
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実
際
の
所
得
区
分
と
福
祉
医
療
費
助

成
制
度
の
所
得
区
分
と
の
間
に
相
違
が

あ
り
、
福
祉
医
療
費
助
成
金
に
過
不
足

が
あ
る
場
合
は
、
助
成
金
の
調
整
（
助

成
金
が
不
足
し
て
い
る
場
合
は
不
足
分

を
支
給
し
、
助
成
金
が
多
す
ぎ
る
場
合

は
過
剰
分
を
返
還
い
た
だ
き
ま
す
。）

を
行
い
ま
す
の
で
、
次
の
も
の
を
お
持

ち
の
上
、
診
療
年
月
か
ら
２
年
以
内
に

子
ど
も
・
健
康
課
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
御

　
加
入
の
方
は
、
原
則
、
福
祉
医
療
費

　
助
成
金
の
計
算
が
正
し
く
行
わ
れ
る

　
た
め
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

　
ん
。

　
〜
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〜

　
①
対
象
者
の
保
険
証　

　
②
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証　

　
③
対
象
の
方
の
限
度
額
適
用
認
定
証
、

　
　
ま
た
は
、
高
額
療
養
費
の
支
給
額

　
　
が
わ
か
る
も
の
（
い
ず
れ
も
ご
加

　
　
入
の
健
康
保
険
組
合
な
ど
か
ら
発

　
　
行
さ
れ
ま
す
）

　
県
外
の
医
療
機
関
で
は
、
三
重
県
と

同
様
の
申
請
手
続
き
を
し
て
い
な
い
医

療
機
関
が
大
半
で
す
が
、
一
部
三
重
県

と
同
様
に
申
請
で
き
る
協
力
医
療
機
関

が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
が
異
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
県
外
の
医
療
機
関（
下
表
以
外
）で
受

　
診
し
た
と
き

　
医
療
機
関
等
が
発
行
し
た
領
収
書

　
（
保
険
点
数
が
記
載
さ
れ
領
収
印
が

　
押
印
し
て
あ
る
も
の
）
を
１
ヶ
月
分

　
（
１
日
か
ら
３１
日
）
ま
と
め
て
、
役

　
場
子
ど
も
・
健
康
課
窓
口
に
て
福
祉

　
医
療
費
領
収
証
明
書
を
記
入
の
う
え
、

　
添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※

院
外
処
方
の
調
剤
が
あ
る
場
合
は
、

　
　
処
方
箋
を
発
行
し
た
医
療
機
関
と

　
　
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
県
外
の
医
療
機
関
で
三
重
県
と
同
じ

　
手
続
き
が
出
来
る
協
力
医
療
機
関

　（
下
表
）
の
場
合

　
保
険
証
と
受
給
資
格
証
を
医
療
機
関

　
の
申
請
窓
口
で
提
示
し
申
請
手
続
き

　
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
役
場
子
ど
も
・
健
康
課
窓
口
に
て
申

　
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
先

　
役
場　
子
ど
も
・
健
康
課

　
☎
６
８
│
６
１
１
９

県
外
の
医
療
機
関
等
で
受
診
し
た

と
き
（
一
部
の
機
関
を
除
く
）

医療機関名
あいさい調剤薬局
ユニスマイル薬局　海南病院前　１号店
キョーワ調剤薬局　弥富店
くるみ調剤薬局　やとみ店
くるみ調剤薬局　やとみ海南店
さくら調剤薬局
スギ薬局　海南店
スギ薬局　弥富店
たんぽぽ薬局　弥富店
ユニスマイル薬局　海南病院前　２号店
調剤薬局さくらんぼ
ユニスマイル薬局　海南病院前　３号店
ユニスマイル薬局　平島店
ファーマライズ薬局　海南病院前店
日本調剤海南薬局
はなもも薬局
やとみ駅前調剤薬局
やとみ駅前調剤薬局　勘助店
ヤマダ薬局
あいち薬局弥富
とびしま鍼灸接骨院
七色鍼灸接骨院
はり灸整骨院くぼ
まめの木整骨院
よつば整骨院

区分
医　科

歯　科

区分
調　剤

柔　整

医療機関名
あいち診療所おふくろ
海部共立クリニック
海南病院
偕行会リハビリテーション病院
加藤胃腸科内科とびしまこどもクリニック
こもれび耳鼻科クリニック
桜セントラルクリニック
笹医院
すずきこどもクリニック
そぶえ整形外科弥富
中村眼科
こはら皮フ科
村瀬医院
森眼科
小笠原クリニック
杉本クリニック
エムデンタルクリニック
大藤歯科医院
さくら歯科医院
すずき歯科
月星歯科クリニック
安井歯科医院
Y.C.デンタルクリニック

区分
医　科

歯　科

調　剤

柔　整

医療機関名
あいち診療所おふくろ
加藤胃腸科内科とびしまこどもクリニック
こもれび耳鼻科クリニック
すずきこどもクリニック
そぶえ整形外科弥富
中村眼科
村瀬医院
小笠原クリニック
大藤歯科医院
すずき歯科
月星歯科クリニック
安井歯科医院
Y.C.デンタルクリニック
キョーワ調剤薬局　弥富店
くるみ調剤薬局　やとみ海南店
たんぽぽ薬局　弥富店
ファーマライズ薬局　海南病院前店
はなもも薬局
やとみ駅前調剤薬局　勘助店
ヤマダ薬局
あいち薬局弥富
七色鍼灸接骨院
はり灸整骨院くぼ
まめの木整骨院
よつば整骨院

県外協力医療機関
（償還払い）

県外協力医療機関
（0歳～ 18歳年度未：現物給付） ８月１日現在
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6広報きそさき　2026.9.1

（有）木曽岬農業センターから木曽岬こども園の子ども達へ

～とれたての新米を給食に～
新米のプレゼント！新米のプレゼント！新米のプレゼント！

　地元で収穫した秋の味覚を子ども達に味わってもらおうと、（有）木曽岬農業センターからこども園へ
収穫したばかりの新米（コシヒカリ）を贈呈していただきました。こども園給食で使用する量で約2週
間分の新米が贈呈され、9月上旬からこども園の給食で提供されます。
　今回の新米贈呈は、地元の農産物の美味しさを知ってもらい、子ども達が笑顔になってくれるなら！
との思いから行っていただいたものです。
　自分たちが住む町で育った旬の味覚を味わう体
験を通して、農業への親しみや感謝の心が育まれ
ました。

　8月12日に株式会社クラッソーネ様と連携協定を締結しました。
　本協定は、管理不全な状態にある空家等の早期の市場流通及び除却促進に向けて連携
協力を図り、空家等の適正な管理の推進に寄与することを目的としていいます。
　この度の協定により次のサービスが受けれることとなりました。
　詳しくは町HPをご覧ください。

空家対策連携協定を締結しました

　スマートフォンやパソコンから１５個の質問
に答えるだけで、遠隔地からでも解体費用の相
場が把握可能なサービスです。過去１２万件の
見積もりデータをもとに概算費用を算出してお
り、個人情報の登録をすることなく利用するこ
とができます。 
　概算費用を把握したうえで、具体的な見積も
りを希望する場合は、解体工事会社・不動産事
業社の紹介を受けることもできます。

　スマートフォンやパソコンから土地建物の面
積や最寄り駅、接する道の幅などの条件を入力
することで、「解体費用」と解体後の「土地売
却査定価格」の概算額を手軽に無料で把握する
ことができ、「解体費用がどのくらいか分から
ない」といった情報不足の解消や、解体後の土
地売却の見通しが立たないために空き家の解体
に踏み切れない所有者の意思決定の後押しを行
います。概算費用を把握したうえで、具体的な
見積もりを希望する場合は、解体工事会社・不
動産事業社の紹介を受けることもできます。

すまいの終活ナビ解体費用シミュレーター
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7 広報きそさき　2026.9.1

●詳しくは役場建設課へお問い合わせください。　建設課　☎68-6106

空き家・空き地の利活用を支援します

　木曽岬町内に存在する空き家、空
き地の有効活用や定住促進を目的と
して、町のホームページ「空き家・
空き地バンク」にて情報を提供して
います。
　町内で空き家、空き地（住宅を建
てられる土地に限る）をお持ちの方
や購入や賃貸を検討している方はぜ
ひ同バンクへご登録ください。

　町内の空き家を改修し、町外から
木曽岬町へ居住する方へ空き家改修
費用の2／ 3、最大200万円の補助
金が交付されます。ただし、耐震要
件や移住後10年間木曽岬町へ居住
するなどの条件があります。

　町内の不良住宅等の除却を行う場
合、その費用の2／ 3、最大30万円
の補助金が交付されます。ただし、
町民税の未納が無いことなどの条件
があります。

空き家・空き地バンク制度 移住促進空き家改修支援
事業費補助金

特定空家等または
不良住宅除却補助金

※補助金申請の締切は11月末日となります。

　「下水道の日」が9月10日と定められたのは、下水道の大きな役割である「雨水の排除」を念頭に、
古くから台風シーズンである220日（にひゃくはつか※立春から数えて）が適当とされたことによります。
　木曽岬町の下水道は町全域に普及し、毎日各世帯や事業所から排出されるし尿や雑排水の処理を5つ
の処理場で行っています。
　下水道の施設は私たちみんなの財産です。下水道に汚水以外のものを流すと、下水管の損傷や処理場
の機能が低下し、きれいな水に処理できなかったり、修理に多額の費用がかかります。次のことに十分
注意して、大切に利用してください。

•雨水は流さないで
　町の下水道は汚水のみを処理する施設です。
•台所では
　野菜くずやご飯の残り、てんぷら油やサラダ油等の廃食油を流さないでください。宅地内の配水管が
　詰まり、悪臭が発生したり、下水処理場の機能が低下します。定期的にクリーン桝も清掃する必要が
　あります。
　※宅地内の詰まりは町で対応できません。
•水洗トイレでは
　トイレットペーパー以外の紙、異物を流さないでください。ティッシュや新聞紙、紙おむつ、生理用
　品など水に溶けないものを流すと、排水管が詰まる原因となります。
•浄化槽の使用は原則禁止です
　浄化槽を使用するための許可証がない場合は、直ちに下水道へ接続してください。
•中継ポンプのパトランプが点灯しているときは役場まで連絡を
　町内には汚水をポンプで送水する中継ポンプが64箇所あります。このポンプは、故障するとパトラ
　ンプが点灯し、異常を知らせるようになっていますので、点灯にお気付きの場合は役場建設課（電話
　68-6106）までご連絡ください。
•公共桝はフェンス等で囲わないでください。町が発注する管路清掃時において、作業員が公共桝を開
　けることができなかった場合、トイレ等から逆流することがあります。

９月１０日は下水道の日です
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海
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
祝
日（
海
の
日
）

に
ち
な
み
、
日
頃
利
用
す
る
藤
里
港
の
景

観
美
化
と
、
海
に
流
れ
出
る
ゴ
ミ
を
減
ら

す
こ
と
を
目
的
に
、
７
月
１８
日（
土
）に
藤

里
港
に
お
い
て
施
設
利
用
者
約
５０
名
に
よ

る
清
掃
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

海
に
感
謝

施
設
利
用
者
の
皆
さ
ん

が
清
掃
活
動

コンビニ交付サービス停止のお知らせコンビニ交付サービス停止のお知らせ
システムのメンテナンスのためコンビニでの住民票の写し等証明書交付サービスを停止します。

停止期間　9月24日（木）から9月30日（水） 終日
担当：住民課　☎68-6103　　税務課　☎68-6102

　ご家庭で不要になった電球や蛍光灯。いざ捨てようとしたとき、「これは何ごみ？」「LEDと白熱球
はどう見分けるの？」と迷ったことはありませんか？
　実は、電球の種類によって含まれている物質が異なるため、正しい分別が必要です。特に蛍光管には
微量の「水銀」が含まれており、割れると環境や人体に悪影響を及ぼす恐れがあります。

正しく分けてリサイクル！
蛍光灯・白熱球・LED電球の見分け方と出し方

種類 特徴・見分けるポイント 正しいごみの出し方
•全体が白く濁ったガラスで覆われている
•根元（口金付近）に「F」「EF」から始まる型番が印字されて
　いることが多い

•ガラスは透明、コイル状の銅線がある
•白く濁っているものでも、ガラス部分の割合が多く軽い
•根元に「LW」「G」等の型番が印字されている
•白熱球と比べてズッシリと重みがある
•根元（口金からガラスまでの間）が、プラスチックや金属の
　カバーで覆われている
•「LED」と印字されていることが多い

資源ごみの日に出してください。
※ガムテープ等でまとめない。
※蛍光管には水銀が含まれているので、
　割らないよう注意する。

これらには水銀は含まれていません。
町指定の「不燃物用ごみ袋」に入れて出
してください。

蛍光灯

白熱球

LED電球

※割れてしまった場合は、ケガをしないよう厚手の紙や新聞紙で包み、外側に「キケン」と書いて不燃ごみで出してください。

蛍光灯
•品番が「F、EF」から
　始まっている。
•電球型は渦巻いた形が
　特徴。

LED・
白熱球

•品番が「L」から
　始まっている。
•他にも
　「LW、G、NLR、KR」も
　ある。

●問合せ先／住民課　☎68－6103

EF000000
F0000000

L00000
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9 広報きそさき　2026.9.1

　７月21日木曽岬町役場会議室で、新農業委員９人に対し、三輪町長から辞令が交付されました。また、
農業委員会法に基づいて選任された委員による初の総会を同日に開催し、新役員の互選を行い、会長に三
輪陽一委員、会長職務代理者に白木斉委員が選任され、農地利用最適化推進委員５人を委嘱する議案を原
案どおり可決し、同日に、三輪会長から委嘱状が交付されました。

農業委員会 新体制スタート

三輪町長から辞令を交付 三輪会長から委嘱状を交付

■農業委員の役割
　１農地の貸借・売買の許可、決定等及び農地転
　　用許可への意見
　　•農地の貸借・売買、農地転用許可について、
　　　総会に出席して審議を行います。
　２最適化活動目標等の作成
　　•農地利用の最適化の推進に関する目標や推
　　　進の方法について設定します。
　　•農地利用最適化推進委員の意見を聴きなが
　　　ら活動計画を作成します。
　《農業委員は、このほか農地利用最適化推進委
　員と連携して農地の有効利用を図ります。》

■農地利用最適化推進委員の役割
　１担当地区での農地利用の最適化のための推進
　　活動
　　•担い手への農地利用の集積・集約化
　　•遊休農地の発生防止・解消
　　•新規就農者などへの支援活動
　２総会等に出席し農地利用の最適化推進に関す
　　る意見を述べる
　３最適化活動目標等の作成への参画

★農業委員（９人）
役 職 氏 名 担当地区

会 長 三輪　陽一 上和泉・下和泉
会長職務代理者 白木　　斉 ―

岡村なつ枝 ―

伊藤　幸一 上見入・下見入・東見入

花井　誠之 中和泉・富田子・小和泉

伊藤　博幸 西対海地・小林・近江島・
田代・栄

伊藤　勝美 上藤里・松永・下藤里・
源緑・白鷺

黒宮喜代子 川先・福崎・豊崎・脇付・
雁ヶ地

加藤　清明 新加路戸・上加路戸・
中加路戸・大新田・外平喜

※任期は令和11年7月19日まで

★農地利用最適化推進委員（５人）
氏 名 担当地区
宇佐美典生

浅井　弘幸 西対海地・小林・近江島・田代・栄
富田　義男 中和泉・富田子・小和泉・上和泉・下和泉
伊藤　啓二 上藤里・松永・下藤里・源緑・白鷺
伊藤　秀義 川先・福崎・豊崎・脇付・雁ヶ地

新加路戸・上加路戸・中加路戸・大新田・
外平喜・上見入・下見入・東見入

※任期は令和11年7月19日まで
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木曽岬町消防団　団員募集
消防団には地域の皆さんの力が必要です。

あなたも消防団に入団して、地域のために活動しませんか。

消防団とは
　消防団は、消防組織法に基づき、市町村に設置される消防
機関です。
　構成員である消防団員は、それぞれ普段は他に職業を持ち
ながら、「自分たちのまちは自分たちで守る」という使命感
のもとに、平常時には地域の防火・防災の担い手として、ま
た、災害時には消火・警戒などの消防活動に従事するなど、
地域の安心・安全を守る重要な役割を担っています。

消防団員の処遇

消防団員を募集しています！
　消防団員は、地域の安心・安全を守る上で不可欠な存在で
すが、近年、全国的に消防団員は減少傾向にあり、木曽岬町
においても、将来の担い手となる消防団員の確保は年を追う
ごとに難しくなってきています。
　令和6年能登半島地震では、発災直後から住民に避難を呼
びかけ、消防隊と共に消火活動等に従事した輪島市消防団や、
初動段階から倒壊家屋からの救助活動や負傷者の搬送、避難
所の運営等の支援に取り組んだ珠洲市消防団をはじめ、地元
消防団は自らも被災しながら、地域住民の命と安全を守るべ
く、懸命に活動を展開されました。
　消防団には地域の皆さんの力が必要です。
　あなたも消防団に入団して、地域のために活動しませんか。
　消防団員の年齢や職業はさまざまであり、消防団に入って
知り合い、日々の団活動を通じて団員
同士の結束力を高めています。
　消防団について、もっと知りたい方、
消防団員になりたい方は、是非、木曽岬
町役場危機管理課（☎ 0567-68-6101）
までご連絡ください。

（1）報酬などの支給
　年ごとに報酬が支給されるとともに、災害や訓練などに出
動した場合にも報酬が支給されます。また、3年以上勤務し
て退団された場合は、勤務年数と階級に応じた退職報償金が
支給されます。
（2）公務災害補償
　消防団活動で負傷した場合や病気にかかった場合には、公
務災害補償制度に基づき補償を受けることができます。

（3）被服の貸与
　消防団活動に必要な活動服などが貸与
されます。
（4）表彰制度
　職務遂行にあたり、特に顕著な功労・
功績があった場合は表彰されます。

木曽岬町消防団の概要
　木曽岬町消防団は、条例に基づき設置されており、令和8
年4月1日現在、5つの分団に82名の消防団員が所属して
います。

入団資格
　木曽岬町に住所を有する方または近郊に居住する方及び勤
務する方で、年齢が20歳以上の方（性別は問いません）

団
　
長

副
団
長

第1分団
（15名）

新加路戸、上加路戸、中加路戸、大新田、上見入、
辰高、下見入、外平喜、東見入

第4分団
（15名）

白鷺、源緑、下藤里、上藤里、松永、藤里台、なぎさ台、
新輪（木曽岬干拓地）

第5分団
（15名）

脇付、雁ヶ地、福崎、豊崎、川先、西白鷺川、
田代住宅地区

第3分団
（20名）

上和泉、下和泉、中和泉、小和泉、富田子、かおるヶ丘、
新富田子、栄、東富田子、南栄、中栄、第２栄、和富

第2分団
（15名）

近江島、西対海地、小林、田代（田代住宅地区除く）

お問い合わせ
お待ちしています！

消防団の活動
（平常時の活動）
•災害想定訓練
•火災予防啓発（夜警）
•機械器具・防火水槽の点検
•イベント等での啓発活動
（災害時の活動）
•消防隊と連携した災害活動（火災・風水害・地震災害等）
•住民の救助、救護活動や避難誘導
•情報収集、現場での警戒活動

普通救命講習機械器具の点検

災害想定訓練（火災）

町HPの
紹介記事はこちら
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秋の全国交通安全運動
令和８年９月２１日（月）～９月３０日（水）

９月30日（水）は「交通事故死ゼロを目指す日」です。

⑴歩行者の安全な道路横断方法等の実践と反射材用品や明るい目立つ色の衣服等の着用促進 
　夕暮れ時や夜間に外出する際は、反射材用品やLED、明るい目立つ色の衣服等を着用してご自身の命を守り
　ましょう。
　また、歩行者側に違反のある交通事故も発生しています。
　歩行者は、ご自身の命を守るために、近くに横断歩道があれば横断歩道を渡るなど、交通ルールを必ず守りま
　しょう。

⑵ながらスマホや飲酒運転等の根絶と夕暮れ時の早めのライト点灯やハイビームの活用促進 
　悪質・危険な飲酒運転や妨害運転、ながらスマホ等は、悲惨な交通事故につながる危険性があります。 
　ドライバーは、交通ルールを遵守するとともに、思いやりのある運転に努めましょう。 
　また、秋は、日に日に日没時間が早まり、夕暮れ時や夜間の重大事故の発生が懸念されます。 
　自動車は早めのライト点灯とハイビームを活用し、交通事故防止に努めましょう。

⑶自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの理解・遵守の徹底とヘルメットの着用促進 
　自転車や特定小型原動機付自転車（いわゆる「電動キックボード等」のうち、車体の大きさや構造の基準を満
　たすものをいう。）は、「車両」であることを認識し、交通ルールを理解・遵守して交通事故防止に努めましょう。 
　また、交通事故の被害を軽減するために全ての方がヘルメットを着用しましょう。

自転車
安全利用
五則

１ 車道が原則、左側を通行　歩道は例外、歩行者を優先
２ 交差点では信号と一時停止を守って、安全確認
３ 夜間はライトを点灯

４ 飲酒運転は禁止
５ ヘルメットを着用

困ったら　一人で悩まず　行政相談
行政相談週間　９月１日（火）～１０月３１日（土）

　「行政相談」ってご存じですか？
　「行政相談」とは、国や県、市町村の仕事について、みなさんから苦情や意見、要望をお聞きし、その解決
の促進を図る制度です。
　総務省では、この行政相談制度をみなさんにもっとよく知っていただき、利用していただくため、９月及び
10月の２か月間を「行政相談月間」として、全国的にいろいろな行事を行います。
　この月間にちなんで、当町でも、次のとおり「行政相談所」を開設します。
　「どこに相談したらいいか分からない」「役所の説明に納得できない」「もう少し改善してほしい」など、役
所の仕事についてお困りのことがありましたら、お気軽にご相談ください（下記参照）。

　「行政相談委員」とは、総務大臣が委嘱している民間有識者で、みなさんの身近な相談相手です。ご相談は
無料で、相談者の秘密は固く守ります。
　なお、当日ご都合の悪い方は、次のところで行政相談に応じていますので、ご利用ください。

●と　　　き／ 10月23日（金）　午前9時～午前11時30分
●と　こ　ろ／木曽岬町福祉教育センター
●相談担当者／行政相談委員　杉野　和子

〒514-0033　津市丸之内26-8　津合同庁舎3階 （注）１．土・日・祝日・左記以外の時間帯は
　　　　留守番電話で対応します。
　　２．ご相談のお電話は、相談内容の正
　　　　確な把握のため、録音させていた
　　　　だいています。

総務省　三重行政監視行政相談センター
行政監視行政相談課
059－227－1100 平日　午前9時00分～午後4時45分
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大会結果報告

教育委員会
☎68-1617

問合せ先

“第33回木曽岬町ボウリング大会”大会結果“第33回木曽岬町ボウリング大会”大会結果
　7月19日（日）に木曽岬町スポーツ協会主催の“第33回木曽岬町ボウリング大会”が
アソビックスあさひボウリング場で開催され、一般部門32名と小中学生のジュニア部門6名の38名が
参加し優勝を競いました。スポーツ協会の道藤副会長の始球式の後にゲームが始まると各レーンからは
親子連れや職場の仲間同士で拍手や悔しがる声が聞かれるなど終
始和やかな雰囲気の大会となりました。
　なお、各部門の結果については以下のとおりです。（敬称略）

【一般の部】 優　勝：甲地　誠巨
 準優勝：江場　　晃
 第３位：白木　勝治
【ジュニアの部】 優　勝：酒井　大策
 準優勝：加藤　由奈
 第３位：加藤　玲那

一般の部で入賞された皆さん ジュニアの部で入賞された皆さん
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「夢に向かってがんばる木曽岬っ子」応援キャンペーン  シーズン5  連載シリーズ③【木曽岬こども園】

応援キャンペーン シーズン5　【こども園編】
「夢に向かってがんばる木曽岬っ子応援キャンペーン」

～生活習慣で育む、子どもの一生の土台～

　木曽岬こども園では、園目標である「チャレンジする
気持ち」を育むため、ご家庭と一緒に「規則正しい生活
習慣の定着」を目指す「木曽岬っ子応援キャンペーン」
に取り組んでいます。
「小さな習慣が子どもの一生の土台に！」
　乳幼児期は、生涯にわたる心と体の基礎を作る極めて
大切な時期です。この時期に整える生活習慣は、子ども
たちが毎日を安心して過ごすリズムとなり、将来の学び
や人との関わり、そして「生きる力」へと直結します。
園とご家庭が手を取り合い、お子さまの健やかな成長を
支える「応援団」として歩んでいきたいと考えています。

1. はじめに：キャンペーンの目的と願い
　7月に実施した調査結果（三重県教育委員会作成シー
ト活用）より、木曽岬っ子の現状をご報告します。

　朝食摂取率が87%を超えているのは、ご家庭でのサ
ポートの証です。一方で、就寝時間の達成率は36%に
留まりました。お仕事や家事で忙しい毎日の中で、早く
寝かせることは容易ではありません。まずはこの結果を
「現状を知る第一歩」と捉え、子どもたちと一緒に振り
返るきっかけとし、対話が、今後の健やかなリズムを作
るきっかけになります。

3. 三重県教育委員会「生活習慣チェックシート」調査結果

　今年度は、特に以下の3点にスポットをあてて取り組
んでいきます。
１．早寝早起き：睡眠時間を確保し、気持ちの良い一日
　　　　　　　　のスタートを切る。
２．朝 ご は ん：毎日しっかり食べて、脳と体に活動の
　　　　　　　　スイッチを入れる。
３．あ い さ つ：人との関わりの基本。自分から元気に
　　　　　　　　声をかけ、心を通わせる。 
※あわせて「身支度」など、自分でできることを少しず
　つ増やしていきましょう。

4. 今後の目標として木曽岬っ子が取り組む3つの柱

　生活習慣の定着において、「一度に完璧を目指す必要」
はありません。
　「昨日より5分早く寝られた」「今日は元気に挨拶がで
きた」といった、小さな「できた！」の積み重ねがお子
さまの大きな自信と成長につながります。大切なのは、
無理のない範囲で、園とご家庭が同じ方向を向いて見守
り、木曽岬っ子の輝く未来のために、一歩ずつ、一緒に
取り組んでいくことだと考えています。

5. 保護者へのエールと協力のお願い

　生活習慣を整えることは、子どもたちの脳と体の発達
に大きなプラスの影響を与えます。
〇睡眠の重要性と「22時の壁」
　睡眠中に分泌される「成長ホルモン」は、お子さまの
　心身を支える以下の役割を担っています。
　•身体の発育：身長や骨、筋肉の発達を促進します。
　•脳 の 整 理：記憶を整理し、日中の学びを定着させ
　　　　　　　　ます。
　•感情の安定：心のゆとりを生み、意欲的な活動を支
　　　　　　　　えます。
　※就寝時間が遅くなり、必要な睡眠時間が不足すると、
　　「朝の目覚めが悪い」「集中力が続かない」「体調を
　　崩しやすい」9時間以上の睡眠を確保し、夜22時
　　までには熟睡できている状態が理想的です。
〇朝ごはんの役割
　朝ごはんは、眠っていた体と脳を目覚めさせる「大切
　なエネルギー源」です。しっかり食べることで、一日
　を元気に活動的に過ごすためのスイッチが入ります。

2. 生活習慣の大切な役割

教育関連施設

のお知らせ
開館日

町体育館 体育館シューズを持参の上、お越しください。 文化資料館
◎一般開放日 13日㈰　午前9時～午後4時／ 27日㈰　午前9時～正午
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

◎休館中

北部公民館
◎開館日

スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行ないます。
ボッチャやモルックなどを実施していますのでぜひ体育館へお越しください。

27日㈰　午前9時～午後4時◎軽スポーツ教室

※ただし日曜は午前9時～午後1時
火～日　午前9時～午後5時

（年末年始・祝日を除く）

項目（７日間毎日達成できた割合）

朝食を毎日食べた
規則正しく起きられた（起床時間）
規則正しく寝られた（就寝時間）

園児平均
（3歳～5歳）
87.4%
66.5%
36.0%
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今月の図書館コーナー
　虫の音に秋の気配を感じる夜が増えてきました。
　9月は「防災の日」もあり、改めて日々の備えや、身の回りの暮らしを見つめ直す時期でもあります。
　小さな気づきや学びが、安心して過ごせる毎日につながっていきます。
　知恵を蓄え、心を整える。そんな「学びの秋」のスタートを、図書館から始めてみませんか。

イベント
よみきかせ会
●日　時／ 26日（土）
　　　　　午前11時～午前11時30分
●テーマ／「おつきみ　天体のほん」
　　　　　他・リクエストも読みます
●対　象／年齢制限なしで、どなたでも参加してい
　　　　　ただけます

◎開館日・時間
　火～木 …… 午前10時～午後6時
　金 ………… 正午～午後8時
　土・日・祝 … 午前9時～午後5時
◎休館日、時間外は図書館入口または
　役場東口入口右の返却ポストに返却
　をお願いします。
●問合せ先／木曽岬町立図書館　☎40-9010
　　　　　　HP：https://www.ik.licsre-saas.jp/kisosaki/

コーナー紹介
メイン 展 示「くらしの中の防災・減災」
児 童 棚「おつきさまとほしのよる」

「長寿の秘訣」カウンター横

9月 図書館カレンダー

●休館日　■祝日開館日　★よみきかせ会

日 月 火 水

6

13

27

20

14

5

7

4
木 金 土

31 2

11108 9

18171615

21 242322

28 29 30

12

19

25 26

一行の魔法一行の魔法

持っている。」
『君たちはどう生きるか』

（吉野源三郎／マガジンハウス）
小説版・漫画版　159.5　ヨシ

「僕たちは自分で自分を決定する力を

　この一文には、“人は自らの選択で誤りを犯す
こともあるが、その誤りから立ち直る力もまた自
分の中に備わっている”という考えが語られてい
るのではないでしょうか。
　本作は1937年に発表され、2017年に漫画に
もなりました。時代を越えて読み継がれてきたの
は、この思いが今もなお私たちに問いかけ続けて
いるからでしょう。もし人類すべてがこの思いを
胸に生きることができたなら、世界平和はきっと
現実のものとなるはずです。
　当館では、小説版と漫画版の両方を所蔵してい
ます。
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午
前
の
部　
午
前
１０
時
か
ら

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
か
ら

　
（
約
９０
分
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。）

●
会
　
　
場

　
桑
名
広
域
清
掃
事
業
組
合

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
森　

　
（
桑
名
市
多
度
町
力
尾
字
沢
地
４０２８
）

　
午
前
の
部　
午
後
の
部　

　
管
理
棟
３
階
会
議
室
・
可
燃
ご
み
焼

　
却
施
設

●
実
施
内
容
・
定
員

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
森
で
ご
み
の
処
理
や

　
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

　
で
き
る
特
別
見
学
ツ
ア
ー
で
す
。
普

　
段
の
見
学
コ
ー
ス
に
加
え
て
環
境
学

　
習
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
施
設
内
に
い
る

　
妖
怪
を
探
し
な
が
ら
進
み
ま
す
。
施

　
設
を
見
学
し
な
が
ら
ど
れ
く
ら
い
の

　
妖
怪
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か

　
な
？

　
■
募
集
定
員

　
　
午
前
の
部　
５
組
２５
名
程
度　

　
　
午
後
の
部　
５
組
２５
名
程
度

●
参
加
対
象

　
対
象
：
桑
名
市
・
木
曽
岬
町
・
東
員

　
　
　
　
町
在
住
者

　
先
着
順
の
事
前
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
桑
名
ほ
ん
ぱ
く

　
２
０
２
６
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
下
記
期
間
に

　
「
桑
名
ほ
ん
ぱ
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

　
か
ら
ネ
ッ
ト
予
約
に
て
ご
応
募
く
だ

　
さ
い
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

　
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
参
加
無
料

　
で
す
。

　

※

参
加
の
方
は
１
人
１
台
の
ス
マ
ホ

　
　
が
必
要
で
す
の
で
ご
持
参
を
お
願

　
　
い
し
ま
す
。

●
応
募
期
間

　
９
月
５
日（
土
）　
午
後
８
時
か
ら

　
桑
名
ほ
ん
ぱ
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

　
受
付

※

定
員
に
達
し
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
の
森

　
　
く
わ
な
Ｅ
サ
ー
ビ
ス

　
　
☎
０
５
９
４
│
８
７
│
５
１
３
３

　
　
FAX
０
５
９
４
│
８
７
│
５
１
５
２

　
お
金
を
貸
し
た
り
、
不
動
産
を
売
っ

た
り
、
貸
し
た
り
す
る
と
き
は
契
約
書

を
作
り
ま
す
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く
作

成
し
て
も
、
後
に
な
っ
て
、
契
約
し
た

覚
え
が
な
い
と
か
、
内
容
が
お
か
し
い

な
ど
と
い
う
こ
と
で
、
紛
争
が
生
じ
る

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
遺
言
書

に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、こ
れ
ら
の
書
類
は
、「
公
正

証
書
」
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
公
正

証
書
に
は
、
法
律
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
力
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
紛

失
し
た
り
、
知
ら
な
い
う
ち
に
書
き
換

え
ら
れ
た
り
す
る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
公
正
証
書
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
無

料
で
す
。
ま
た
、
そ
の
内
容
を
他
人
に

知
ら
れ
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
次
の
公
証
役
場
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
四
日
市
公
証
人
合
同
役
場

　
　
〒
５１０
│
００７４　
四
日
市
市
鵜
の
森

　
　
　
　
　
　
　
　
一
丁
目
３
番
１５
号

　
　
リ
ッ
ク
ス
ビ
ル
３
階

　
　
☎
０
５
９
│
３
５
３
│
３
３
９
４

　
国
の
調
査
に
よ
る
と
、
若
者
の
失
業

率
は
他
の
世
代
と
比
べ
高
い
状
態
が
続

い
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う

若
者
の
就
労
支
援
が
重
要
で
す
。
仕
事

や
人
間
関
係
な
ど
に
つ
い
て
、
１
人
で

悩
み
苦
し
ん
で
い
る
若
者
に
対
し
、
相

談
場
所
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
？

　
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
国

は
若
者
の
就
労
か
ら
職
場
定
着
ま
で
を

全
面
的
に
支
援
す
る
「
地
域
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
も
し
皆
さ
ん
の
近
く
に
悩
ん
で
い
る

人
が
い
た
ら
、「
ほ
く
サ
ポ
」へ
の
相
談

を
勧
め
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ご
利
用
の
際
は
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
北
勢
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
直
接
電
話
く
だ
さ
い

（
電
話
番
号
：
０
５
９
│
３
５
９
│
７
２

８
０
）

●
時
　
　
間

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時
３０
分

●
場
　
　
所

　
木
曽
岬
町　
福
祉
・
教
育
セ
ン
タ
ー

　
和
室
内

●
対
　
　
象

　
１５
歳
〜
４９
歳
ま
で
の
、
就
労
を
目
指

　
す
方
（
ご
家
族
・
関
係
者
も
可
）

　
そ
の
他　
相
談
無
料
、
要
予
約

●
相
談
予
定
日
（
第
３
木
曜
日
）

●
日
　
　
時

　
１０
月
９
日（
金
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分

　
（
受
付
時
間
）　
午
後
１
時
１０
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
午
後
３
時

●
場
　
　
所

　
桑
名
市
総
合
福
祉
会
館　
大
会
議
室

　
桑
名
市
常
磐
町
５１
番
地

●
対  

象  

者

　
就
職
を
希
望
す
る
障
害
者
の
方

●
参
加
企
業

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
桑
名
管
内
の
企
業

　
（
１５
社
程
度
を
予
定
）

●
形
　
　
式

　
各
企
業
ブ
ー
ス
で
の
個
別
面
談
方
式

※

面
接
会
に
関
す
る
ご
相
談
・
お
問
い

　
合
わ
せ
は
、

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
桑
名

　
求
人
専
門
援
助
部
門

　
☎
０
５
９
４
│
２
２
│
５
１
４
１

　
　
（
３
１
＃
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

「
特
別
見
学
ツ
ア
ー
」

〜
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
妖
怪
を

見
つ
け
な
が
ら
楽
し
も
う
〜

リ
サ
イ
ク
ル
の
森

│
大
切
な
契
約
や
遺
言
は

公
証
役
場
で
│

１０
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は

「
公
証
週
間
」
で
す

北
勢
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は

木
曽
岬
町
出
張
相
談
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
！！

12月17日

1月21日

2月18日

9月17日

3月18日

12月
令和9年
1月

11月
10月
9月

2月
3月

10月15日
11月19日

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
桑
名
・
障
が

い
者
の
集
い（
就
職
面
接
会
）

を
左
記
に
よ
り
開
催
し
ま
す

問

問

教
育
委
員
会
だ
よ
り

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

生
活
の
ミ
ニ
情
報

カ
レ
ン
ダ
ー

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き
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●
と
　
　
き

　
１１
月
７
日（
土
）、
８
日（
日
）、

　
　
　
１４
日（
土
）

●
場
　
　
所

　
く
わ
な
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ　
他　

●
種
　
　
類

　
甲
種
、
乙
種
、
丙
種

●
申
　
　
込

①
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ（
Ｑ

　
Ｒ
コ
ー
ド
）
よ
り
電
子
申
請

②
最
寄
り
の
消
防
署
で
願
書
（
８
月
中

　
旬
以
降
）
を
受
け
取
り
、
消
防
試
験

　
研
究
セ
ン
タ
ー
三
重
県
支
部
へ
郵
送

●
申
込
期
間

　
９
月
７
日（
月
）〜
９
月
１６
日（
水
）

　
　
桑
名
市
消
防
本
部
危
険
物
係

　
　
☎
０
５
９
４
│
８
６
│
７
４
９
０

　
　
FAX
０
５
９
４
│
８
６
│
７
４
９
３

　
　
フ
ォ
ー
ム
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　
　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　
　

https://w
w
w
.shoubo-

　
　
　
　
　
　
　
　

shiken.or.jp/

　
乙
種
第
４
類
受
験
者
を
対
象
に
、
試

験
対
策
と
し
て
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

●
と
　
　
き

　
１０
月
８
日（
木
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
場
　
　
所

　
桑
名
市
消
防
本
部　
会
議
室

　
（
桑
名
市
大
山
田
一
丁
目
９
番
地
）

●
定
　
　
員

　
７０
名
程
度

●
受  

講  

料

　
（
テ
キ
ス
ト
２
冊
、
問
題
集
１
冊
代

　
含
む
）

　
一
般　
５
，
５
０
０
円

　
桑
名
危
険
物
安
全
協
会
員
、
桑
名
防

　
火
協
会
員
ま
た
は
高
校
生
以
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
，
０
０
０
円

●
申
　
　
込

　
桑
名
市
Ｈ
Ｐ（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
か
ら

　
電
子
申
請

＊
電
子
申
請
で
の
お
申
込
み
が
難
し
い

　
方
は
電
話
に
て
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間

　
９
月
７
日（
月
）〜
９
月
２５
日（
金
）

　
　
桑
名
市
消
防
本
部
危
険
物
係

　
　
☎
０
５
９
４
│
８
６
│
７
４
９
０

　
　
FAX
０
５
９
４
│
８
６
│
７
４
９
３

　
　
フ
ォ
ー
ム
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　
　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　
　

https://logoform
.jp/

　
　
　
　

form
/XAEm

/252621

　
　
フ
ォ
ー
ム
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ(LG

W
AN
)

　
　

https://tb.logoform
.st-

　
　
　
　

japan.asp.lgw
an.jp/

　
　
　
　
　form

/XAEm
/252621

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
に
つ

い
て

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的

年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が

一
定
基
準
額
以
下
の
、
年
金
受
給
者
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
で
、

新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
方
へ
毎
年
６
月

頃
か
ら
順
次
請
求
書
（
は
が
き
型
）
を

送
付
し
ま
す
。

〇
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　
以
下
の
支
給
要
件
を
す
べ
て
満
た
し

　
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

•
６５
歳
以
上（※

１
）で
、
老
齢
基
礎
年

　
金（※

２
）を
受
け
て
い
る

•
請
求
さ
れ
る
方
の
世
帯
全
員
の
市
町

　
村
民
税
が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る

•
前
年
の
年
金
等
の
収
入
額
（※

３
）

　
と
そ
の
他
の
所
得
額
の
合
計
が
昭
和

　
３１
年
４
月
２
日
以
後
に
生
ま
れ
の
方

　
は
９
０
９
，
０
０
０
円
以
下
、
昭
和

　
３１
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
の
方

　
は
９
０
６
，
７
０
０
円
以
下
で
あ
る

※

１　
請
求
書
は
、
６５
歳
に
な
る
誕
生

　
　
　
日
の
前
日
以
降
に
ご
提
出
く
だ

　
　
　
さ
い
。

※

２　
旧
法
の
老
齢
年
金
、
旧
共
済
の

　
　
　
退
職
年
金
、
そ
の
他
の
老
齢
・

　
　
　
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

　
　
　
で
あ
っ
て
、
政
令
で
定
め
る
年

　
　
　
金
に
つ
い
て
対
象
と
な
り
ま
す
。

※

３　
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
等
の
非

　
　
　
課
税
収
入
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

〇
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　
以
下
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

　
る
必
要
が
あ
り
ま
す

•
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る

•
前
年
の
所
得
額（※

１
）が
４
，
７
９

　
４
，
０
０
０
円（※

２
）以
下
で
あ
る

※

１　
障
害
年
金
等
の
非
課
税
収
入
は
、

　
　
　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
判

　
　
　
定
に
用
い
る
所
得
に
は
含
ま
れ

　
　
　
ま
せ
ん
。

※

２　
扶
養
親
族
等
の
数
に
応
じ
て
増

　
　
　
額
。

〇
遺
族
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　
以
下
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

　
る
必
要
が
あ
り
ま
す

•
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る

•
前
年
の
所
得
額（※

１
）が
４
，
７
９

　
４
，
０
０
０
円（※

２
）以
下
で
あ
る

※

１　
遺
族
年
金
等
の
非
課
税
収
入
は
、

　
　
　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
判

　
　
　
定
に
用
い
る
所
得
に
は
含
ま
れ

　
　
　
ま
せ
ん
。

※

２　
扶
養
親
族
等
の
数
に
応
じ
て
増

　
　
　
額
。

　
　
四
日
市
年
金
事
務
所

　
　
☎
０
５
９
│
３
５
３
│
５
５
１
５

　
９
月
１
日
か
ら
９
月
１０
日
ま
で
の
期

間
は「
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」で
す
。

当
町
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
屋
外
広
告

物
に
関
す
る
普
及
啓
発
や
違
反
屋
外
広

告
物
の
是
正
に
向
け
た
パ
ト
ロ
ー
ル
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
も
こ

の
機
会
に
、
屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
屋
外
へ
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
広

告
物
を
設
置
す
る
に
は
、
原
則
許
可
が

必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
平
成
３０
年
１０
月

よ
り
、
貼
り
紙
な
ど
の
簡
易
な
も
の
を

除
く
す
べ
て
の
屋
外
広
告
物
に
点
検
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
広
告
物
の
安

全
性
を
確
保
し
危
険
な
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
適
正
な
管
理
、
点
検
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
三
重
県
県
土
整
備
部
都
市
政
策
課

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
４
│
２
７
４
８

　
　
三
重
県
桑
名
建
設
事
務
所

　
　
（
管
理
課
）

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
３
６
６
２

後
期
危
険
物
取
扱
者
試
験

後
期
危
険
物
取
扱
者
試
験
予

備
講
習
会
（
乙
種
第
４
類
）

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

ハロウィンジャンボ4億円
ハロウィンジャンボミニ4千万円

（1等2億円・前後賞各1億円合わせて）

（1等2千万円・前後賞各1千万円合わせて）
この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよい
まちづくりに使われます。

各1枚 300円

9月16日水2種類同時発売！
発売期間 9/16（水）～10/16（金）
公益財団法人三重県市町村振興協会

問

問

問

問
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こんに ちは保健師です
◆保健師／☎68-6119

9月は健康やこころに関する様々な月間が
あります。

あなたのからだとこころについて考える時間を
作ってみませんか。

●食生活改善普及月間●健康増進普及月間

生活習慣について、考える時間をつくり、気づいたことは改善し、健康増進に努めましょう。

健康増進普及月間の統一標語は、

『１に運動　２に食事　しっかり禁煙
　　　　　良い睡眠 ～健康寿命の延伸～』です。

食事は「プラス１皿」
（バランスを整えるために、１日の中で足りない栄養をプラス。野菜の1日の目標３５０ｇです。）

　保健センターにおいて、過去の教室等のレシピを
お配りしています。かんたん！おいしい！レシピです。
ご希望の方は保健センターへお越しください。

食事をおいしく　バランスよく

保健センターの集団がん検診と同日に
「骨粗鬆症検診」を実施しています。
　対象となる40歳50歳60歳70歳の女性の方へ、受診券をお送りして
います。この機会に、ご利用ください。
　骨の状態を知り、将来、骨粗鬆症への早めの予防対策につなげましょう。
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●利用できる日／月曜日～金曜日の午前
●９月の子育てサロンのお休み
　９日㈬、土・日曜日および祝日

子育てサロン
●開設日／木曜日
●時　間／午前9時30分～午後3時30分
●場　所／保健センター

カウンセリング
（要予約　68-6119）

●がん征圧月間
がんは２人に１人がかかる病気とも言われています。

早期発見・早期治療を

「禁煙する（受動喫煙も避ける）」
「節酒する」
「食生活を見直す」
「身体を動かす」
「適正体重を維持する」

そのために「がん検診を受診する」
　町内医療機関にて、胃・肺・大腸・乳・子宮
がん検診が令和8年1月まで受診できます。医
療機関へ予約してください。
　10／11（日）午前8時30分～午前10時30
分保健センターにて日曜がん検診を実施します。
ご希望の方は保健センター（☎68-6119）へ
ご予約ください。
　受診結果において「要精密検査」の場合は
必ず精密検査を受けてください。

５つの健康習慣を
実践しませんか？

●9月10日は世界自殺予防デー、9月10日から16日は自殺予防週間
　自殺対策推進のため、自殺について、誤解や偏見をなくし、正しい知識を普及啓発することが
重要です。そのため、「自殺予防週間」では、さまざまな関係団体等が、「いのち支える自殺対策」
という理念を前面に打ち出して啓発活動を推進し、悩みを抱えた人が必要な支援を受けられるよ
う、支援策を重点的に実施することとされています。

普段から周りの人へ次の４つを心がけて

　その他、9月9日は救急の日、9月21日は世界アルツハイマーデー、認知症の日、9月は認
知症月間、9月24日～ 30日は結核予防週間などがあります。正しい知識を得る機会にしてみ
てください。

「気づき」 変化に気づいて、声をかける
「傾　聴」 本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける
「つなぎ」 早めに専門家に相談するよう促す
「見守り」 温かく寄り添い、見守る

●お問合せは、保健センター　☎0567-68-6119
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月カレンダー9

中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

●町のホームページ　https://www.town.kisosaki.lg.jp/

福 祉 課 68－6104
地域包括支援センター68－8183

住 民 課 68－6103
税 務 課 68－6102
危機管理課 68－6101
総務政策課 68－6100

子ども・健康課（保健センター）68－6119
町立図書館 40－9010

教育委員会 68－1617
議会事務局 68－6108
会 計 課 68－6107

68－6106建 設 課
産 業 課 68－6105

夜間・休日電話 40－9008
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

※ごみ減量にご協力をお願いします。
　（資源ごみ、廃品回収をご利用く
　ださい。）
※生ごみなど水分の多いものは、水
　切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別し
　て専用のごみ袋に入れてください。

Ａ 地 区
新加路戸・上加路戸・中加路戸・
大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・なぎ
さ台

対象地区

資源ごみ

Ｂ 地 区

可燃ごみ
毎週月・木曜日

  3日・  7日・10日・14日・17日
21日・24日・28日

毎週火・金曜日
  1日・  4日・  8日・11日・15日
18日・22日・25日・29日

不燃ごみ 2日・16日

粗大ごみ 毎月第２水曜日
9日

毎月第４水曜日
23日

毎月第４日曜日
27日

プラスチック製
容器包装

毎週水曜日
2日・9日・16日・23日・30日

家庭ごみ収集におけるお願い 　木曽岬町では、ごみの分別、収集日の確
認に便利なごみ分別アプリ「さんあ～る」
を配信しています。是非ご利用ください。
QRコードからアプリをダウンロードして、
お住いの地区を設定してください。

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

iOS Android

主 な 行 事 備 考場 所 時 間

2 ㊌•転倒予防教室 福祉・教育センター集会室 午後1時30分～午後3時

14㊊•カウンセリング 保健センター 午前9時30分～午後3時30分 要予約☎68-6119

24㊍•カウンセリング 保健センター 午前9時30分～午後3時30分 要予約☎68-6119

25㊎•心配ごと相談 福祉・教育センター 午前9時～午前11時30分

※健康カレンダーに記載の行事は状況により変更されている場合があります。ご注意ください。
　なお、下記の行事も、状況によっては変更となる場合もあります。

9月の納付
●国民健康保険料（9/30納期限） ……… 第３期分
●後期高齢者医療保険料（9/30納期限）   第３期分
●介護保険料（9/30納期限） …………… 第３期分
●水道料金・下水道使用料（9/30納期限）  … Ｂ地区

口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

納付を
お忘れなく

！

毎月第１・第３水曜日

30㊌•いす・たいそう教室 保健センター 午後1時30分～午後3時

1 ㊋•国保・後期高齢特定健康診査 保健センター 午前8時30分～午前10時30分 要予約☎68-6119

9 ㊌
•献血 伊勢湾岸クリニック

保健センター
男女とも
体重50㎏以上
男 17歳以上
女 18歳以上

午後1時30分～午後2時30分
午後3時15分～午後4時30分

10㊍•すくすくひろば•カウンセリング
保健センター
保健センター 要予約☎68-6119

午前10時～午前11時30分
午前9時30分～午後3時30分

15㊋•トマッピーキッズサークル 木曽岬こども園 午前9時30分～午前11時30分

16㊌•転倒予防教室•言語訓練
福祉・教育センター集会室
保健センター 要予約☎68-6119

午後1時30分～午後3時
午後1時30分～午後3時20分

17㊍
•歯っぴい指導室
•北勢地域若者サポートステーション

出張相談in木曽岬

保健センター
福祉・教育センター和室 要予約

☎059-359-7280

午前9時30分～午前10時30分
午前9時30分～午前11時30分

18㊎•すこやか相談•育児相談
保健センター
保健センター

要予約☎68-6119
要予約☎68-6119

午後1時30分～午後2時30分
午後2時30分～午後3時30分

29㊋•オレンジカフェ 福祉・教育センター会議室2 午後1時30分～午後3時
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が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

令
和
８
年
度
や
ろ
ま
い

　
木
曽
岬
町
の
夏
の
風
物
詩
「
や
ろ
ま
い

夏
ま
つ
り
」
が
８
月
１
日（
土
）に
、
役
場

前
駐
車
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ど
も
園
や
Ｔ
ス
タ
ジ
オ
ダ
ン
ス
ス
ク
ー

ル
、
木
曽
岬
小
学
校
２
年
生
、
木
曽
岬
音

頭
・
小
唄
保
存
会
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
よ

る
踊
り
、
太
鼓
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
披
露
、

弥
富
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
演

奏
な
ど
町
内
外
の
多
く
の
団
体
に
夏
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
出
店
で
は
今
年
も
「
わ
い
わ
い
市
場
」

と
同
時
開
催
し
た
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
雑
貨
の
販
売
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
幅
広
い
種
類
の
店

舗
が
軒
を
並
べ
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
毎
年
大
人
気
の
菓
子
ま
き
の
時

間
に
な
る
と
、
小
さ
な
お
子
さ
ま
か
ら
大

人
ま
で
や
ぐ
ら
周
り
に
集
ま
り
、
合
図
と

と
も
に
舞
い
上
が
る
お
菓
子
に
大
歓
声
！

お
菓
子
を
拾
う
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
広

場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
と
て
も
暑
い
日
に
な
り
ま
し
た

が
、
や
ろ
ま
い
夏
ま
つ
り
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

出
店
、
出
演
し
て
い
た
だ
い
た
各
種
団
体

の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
会
場
の
設
営
な
ど
に

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
本
紙
面
を
も

ち
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　今年も大勢の皆様のご協力を得て、
「やろまい夏まつり」を無事開催すること
ができました。来年も、さらに魅力的なお祭りと
なるよう企画してまいります。
　私たちボラ倶楽部では、今後もイベントを通じ
て木曽岬町を盛り上げていくため一緒に活動し
てくれる元気な仲間を募集しています。年齢や
性別などは問いませんので、興味のある方はぜひ
ご連絡をお願いします。

ボラ倶楽部会長　樋口
【問合せ先】教育委員会　☎68-1617

ボランティアの募集について


